
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-１ 地区支部による地域に密着した活動の推進 

 １）名古屋地区支部 4 分割（東・西・南・北）した支部への支援 

     名古屋を 4 地区に分割したため、名古屋地区全体の情報を共有することを目的に、名古屋東西南北地区支部長会議

を新規に立ち上げ開催した。 

     第 1 回 令和 2 年7 月 31 日（金）    第 2 回 令和 2 年 10 月 23 日（金） 

 ２）地域包括ケア推進看護連携検討会の活性化   

8 地区支部で開催し、参加者は合計 386 名、動画配信視聴回数 77 回 

地区 開催日 会場 テーマ・内容 参加者

名古屋東 

11/28（土) 
愛知県看護協会 

【オンライン】 
地域包括ケアにおけるポリファーマシーの現状と課題 5 

2/5（金）～

2/25（木）   
【動画配信】 地域包括ケアにおけるポリファーマシーの現状と課題 

視聴 

77 

名古屋南 11/28（土) 
愛知県看護協会 

【オンライン】 
新しい生活様式を踏まえた在宅避難について 29

尾張北部 12/18（金) 
江南厚生病院 

【オンライン】 
災害に備えた取り組み、災害発生時の連携と役割 47

知多半島 10/ 1（木） 西知多総合病院 災害支援の実際と潜在看護師の活動への期待 49

西三河北部 12/17（木） 豊田厚生病院 新型コロナの対応について 30

事業報告 
 
１ 令和２年度 重点事業 



西三河南部西 

8/3（月) 西尾市民病院 
地域医療構想推進会議の状況、地区支部圏域の看看連携、情報交換、

ACPについて 
20

3/4(木) 西尾市民病院 
地域医療構想推進会議の状況、地区支部圏域の看看連携、情報交換、

ACPについて 
21

西三河南部東 12/12（土) 岡崎市民病院 
地域で ACP を継続するために必要な事～急性期病院と地域におけ

るアドバンスケアプランニングの体制整備～ 
39

東三河 

10/24（土）
豊橋市民病院 

【オンライン】 

大規模災害時の地域と連携した看護職の役割を考える会 

(第1回) 
63

2/6 (土) 
豊橋市民病院 

【オンライン】 

大規模災害時の地域と連携した看護職の役割を考える会 

(第2回) 
83

 

３）多職種意見交換会等の開催 

7 地区支部で開催し、参加者は合計 340 名 

地区 開催日 会場 テーマ・内容 参加者

名古屋西 

11/14（土) 

藤田医科大学ばんた

ね病院 

【オンライン】 

名古屋西地区圏域の防災対策 

 
9 

3/18（木） 

       

藤田医科大学ばん

たね病院 

【オンライン】 

今だから考えよう地域の防災  23

海部 8/22（土） 
海南地区急病診療所

【オンライン】 
Zoomアプリ体験とコロナ禍の想い 110

尾張北部 12/8（火） 
江南厚生病院 

【オンライン】 

最後まで自分らしく生きる-誤嚥性肺炎事例から考えるアドバンス・

ケア・プランニング‐ 
57

知多半島 2/20（土) 
西知多総合病院 

【オンライン】 

正しくおそれる新型コロナウイルス 

-小児感染症専門医が話す COVID-19 の最新知識- 
30

西三河南部西  

9/5（土) 

 

岡崎市福祉会館 災害時、要配慮者の減災対策を考える 63
西三河南部東 

東三河 

7/9（木) 

豊橋市民病院 

病院間の退院調整に関する連携の構築と強化：意思決定支援への関わ

り 

自施設の現状についての意見交換、マップ修正、ACP 関連講習、事例

検討 

26

10/15（木) 22

【まとめ】 

   より地域に密着した地区支部活動を推進するため令和 2 年度より 13 地区支部体制とした。名古屋地区支部は 4 地区に

分割したため、名古屋 4 地区の支部長会議を新設した。名古屋医療圏の地区支部長が一同に会することで、地域医療構想

推進会議の内容や地区災害担当者の活動の進捗状況、その他医療圏内の情報共有を行う事ができた。また、令和 2 年度

は新型コロナウイルス感染症の影響により、地域包括ケア推進看護連携検討会や多職種意見交換会は計画通りに開催する

ことができなかったが、オンラインや動画配信等 ICT の活用など新しい方法を取り入れ可能な限り事業を展開した。 

例年、地区支部では各地区がそれぞれの事業計画を立てて活動してきたが、令和 3 年度より全ての地区支部が同じテ

ーマで事業を展開し成果に結びつけることを目指す。令和 3 年度は地域包括ケアシステム（地域共生社会）を支える上で重

要な、ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の普及を図ることを全地区支部の共通テーマとし事業を展開する。 

 

１-２ 母子のための安心・安全な地域包括ケアシステムの提供 

  １）保健師職能委員会企画研修 

 「母子のための安心・安全な地域包括ケアシステム～妊娠期から切れ目のない支援のために～」 

開催日：8 月 29 日（土）オンライン開催    参加者：32 名 

   結 果：参加者の内訳は、自治体の保健師３割、病院勤務の助産師と看護師が７割だった。 

地域の医療機関や人材を活用し先駆的に産後ケア事業に取組んでいる自治体保健師から、デイサービス型「ベビー

サロン」、アウトリーチ型「子育てサポーター訪問」の紹介があった。母親の妊娠・出産期の医療を担った機関が産後も



継続的に関わることは、母親をはじめとする家族背景を把握しているため母子への早期支援に繋がるとの報告があっ

た。また、小児専門病院の保健師からは、医療的ケア児の支援について、事例を通して保健師の役割、多職種との連

携、在宅療養上の課題について報告があり、事例ごとに病状や家庭環境が異なり、本人と家族の想いに耳を傾け寄り

添い、丁寧に支援することの重要性を学んだ。愛知県障害福祉課担当者から、医療的ケア児等コーディネーターの役

割と県内の配置状況について情報提供があった。事後アンケートでは、立場の異なる看護職で情報交換の時間を持

ちたかったとの意見があった。 

 

２）助産師職能委員会企画研修 

「妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援 助産師の新たな役割 グリーフケア」 

開催日：11 月 30 日（月）オンライン開催           参加者：26 名 

結 果：助産師の新たな役割として、周産期におけるグリーフケアについて理解を深めるために企画した。参加者の

82％が今回のテーマに興味があり参加していた。アンケートから、グリーフワークについて他施設での取り組みが参考

になった、自分のケアの振り返りになった、職場内で関心を持つ仲間が少なく同じ思いの仲間に出会えて励みになっ

た等の意見があった。しかし、内容や進行面において当事者（患者）目線でなく医療者目線であった、グループワーク

のテーマが分かりにくかった等の意見があった。妊娠を見守った助産師としてグリーフケアにおける役割について課

題が明確になり、今後に繋げていく。 

【まとめ】 

令和２年度は、保健師、助産師職能委員会として、各委員会それぞれに看護職の知識向上のため研修会を企画した。出

生率の低下、核家族化が進む中で、全ての母子へ安心・安全な妊娠期から子育て期への支援体制が求められている。行

政で働く保健師と医療機関で働く助産師が、従来までの役割や枠にとらわれず、母子に寄り添った支援を目指し連携してい

くため、令和３年度は両委員会が協力して NICU をもたない産科医療機関と自治体との連携の実態を調査し、その結果から

母子支援体制を構築していく。 

 

１-３ 地域と連携した災害時活動モデルの構築 

１）研修会・意見交換会 

「大規模災害時の地域と連携した看護職の役割を考える会」 

開催日及び参加者： 

＜第１回＞10月24日（土）      参加者 63名 

＜第２回＞令和３年２月６日（土）  参加者 83名 

２回ともオンライン開催 

愛知県看護協会、豊橋市民病院、豊川市民病院、新城市民病院、渥美病院等をつないで開催した。 

   結 果：地区支部内の医療機関や行政機関に広く呼びかけたため、災害拠点病院をはじめ医療機関の看護管理者、病

院内で災害を担当している看護師、災害支援ナース、DMAT 隊員看護師、地区支部内５市の統括保健師、３保健所保健

師等の参加があった。 

１回目は、参加者を自治体ごとにグループに分け意見交換会したため、医療機関と行政機関が情報共有し、看護管理者

と統括保健師が繋がる機会となった。自治体により取り組み状況の違いが分かり、それぞれの利点を学ぶことができた。 

２回目は、災害時に備えて平時から地域、医療機関ともに看護職の連携にとどまらず、多職種と連携した体制づくりが必

要であることを学んだ。 

【まとめ】 

本事業について地区支部幹事だけでなく医療機関看護管理者に周知することで、１回目より２回目は参加者が増え、支

部全体に災害活動への関心を高めることができた。医療機関の看護管理者からは、災害時自施設が看護職の応援を受け

る場合の体制づくりの必要性が分かり、組織内での検討を始めるとの意見が出た。また、自治体保健師から研修会後に、地

域の看護職同士が連携した医療・救護体制を一緒に作りたいとの要望があった。令和３年度は、東三河における災害時の

応援体制を構築し、実際に図上訓練や実働訓練を行うと共に、全地域で災害時に活動できる体制を進めていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２-１ 継続教育受講方法見直しによる受講機会の拡大 

 令和２年度は、受講者数10,000 人を目標に 132 研修（定員10,564 人）を企画した。受講機会を拡大するため①研修数を

増やすとともに、研修を５月より開始し研修実施期間を延長 ②各期の募集期間を２週間に延長 ③地域での研修会の開催 

④200 人以上の希望者がある研修は外部会場を確保する等計画した。 

  【応募・受講状況】 

研修数 定員 応募数 許可数 
受講者数 

総数 （非会員再掲） 

128 10,284 9,150 7,639 6,868 435 

【まとめ】 

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、集合・対面研修からオンライン研修に変更し、128 研修を実施した。オ

ンラインによる研修環境の準備が主催者・受講者共に十分行えなかったことや研修開催日の変更があったことなどで、研修

受講者数は昨年より減少した。その反面、オンライン研修にしたことで研修会場に出向くことなく職場や自宅から受講できる

ため研修会場から遠方の地区や小規模施設からの受講が可能となったこと等の副産物はあった。 

研修方法をオンラインに変更したが、アンケート結果より研修の到達目標は概ね達成できたことが分かった。しかし、オン

ラインにおける講義、配信、グループワークの方法を検討することは新たな課題である。 

 

２-２ 新たな認定看護師教育の構築 

 特定行為研修及び特定行為研修を含む認定看護師教育課程「摂食嚥下障害看護（B 課程）」を令和３年開講に向け、課

程変更並びに特定行為研修指定研修機関の申請・準備を行った。 

  ５月 29 日(金) 厚生労働省東海北陸厚生局へ特定行為研修指定研修機関申請書を提出 



  ６月 30 日(火） 日本看護協会へ B 課程教育機関認定申請書を提出 

  ８月 25 日(火) 特定行為研修指定研修機関の認定 特定行為区分１区分：栄養及び水分に係る薬剤投与関連 

  11 月 11 日（水） 「摂食嚥下障害看護（B 課程）」認定 

11 月 30 日(月) 厚生労働省東海北陸厚生局へ特定行為研修区分追加申請書を提出 

２月 22 日(月） 特定行為研修に係る特定行為区分変更の承認 

特定行為区分４区分：呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連、ろう孔管理関連、創傷管理関連、 

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 

領域別パッケージ研修１領域：在宅・慢性期領域 

   令和３年５月に 摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程（Ｂ課程）および認定看護師対象の特定行為研修を開講する。 

 

２-３ 訪問看護管理者の育成強化 

訪問看護事業所の看護管理者が、管理者として役割を認識し行動できるようになることを目的に「訪問看護管理者研修 

愛知県版」を企画した。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、研修プログラムの一部を変更し、９カ月の研修期間と

して実施した。研修は e ラーニング、講義、演習、実習の内容で、訪問看護師が仕事をしながら研修を受けることができる体

制とした。また、自施設の課題解決のために、支援者として現任の訪問看護ステーション管理者を配置し支援した。 

 

定員数 応募者数 許可数 修了者数 

20 32 22 16 

 

 【まとめ】 

   令和2 年度初めて訪問看護管理者対象の研修であったため定員を大幅に超える 32 名の応募があった。しかし、新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響により、受講者６名が辞退した。 

  受講者より、e ラーニングを視聴後、更に講義を受講することで、知識を深めることができた。研修を通して自施設の問題や

課題と向き合い解決のための思考プロセスを学ぶことができたが、課題解決に向け PDCA サイクルを回すのが難しかった。

令和３年度は、自施設の課題解決に向けて支援体制を更に強化し、研修内容をブラッシュアップし、管理者として役割を認

識し行動できるようにしていく必要がある。 

 

２-４ 専門・認定看護師人材活用システムの構築 

１）専門看護師・認定看護師・認定看護管理者一覧表の作成 

   日本看護協会の登録名簿より愛知県内の専門看護師・認定看護師・認定看護管理者の一覧表を作成し、愛知県看護協

会のホームページに掲載すると共に、会員施設及び非会員施設の看護管理者へ周知を行った。 

 【まとめ】 

     愛知県内に所属する専門看護師・認定看護師・認定看護管理者を一覧表とし、地区支部別でも検索できるようにした。

令和 2 年度、新型コロナ感染症によるクラスター発生施設へ派遣依頼を行う際も大変役立っており、今後各施設の研修会

等の講師依頼や相談支援などにも活用できると考える。 

    令和 3 年度は、更に活用の幅が広がるよう、専門・認定看護師の得意とする活動内容を明記していく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-１ ヘルシーワークプレイスの推進 

１）研修会の開催 

テーマ：「こんな職場で働きたい!と誰もが思える職場を目指して 

～ヘルシーワークプレイスを根付かせ、ハラスメントのない職場を作ろう～」 

日時：令和２年９月４日（金） 10 時 00 分～16 時 00 分 【オンライン】    参加者：37 名 

結果：労働安全衛生ガイドラインの概要、ヘルシーワークプレイスのハザードの一つであるハラスメントに焦点を当てハラス

メントの理解と共に参加者が自施設の環境改善を考える機会とした。アンケート結果では、ガイドラインやハラスメントにつ

いて理解できた、今後自施設で取り組むべき課題が明確になったとの回答が多く、ハラスメントのない職場作りへの第一歩

となったと考える。 

 

２）働きやすい環境づくりの啓発 

  研修時に看護職の健康と安全に配慮した労働安全衛生ガイドラインおよび日本看護協会作成の動画について説明し、

視聴を呼び掛けた。 

   ・ヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場）の基本的な考え方について 

    ・お互いを尊重し協力し合う職場づくりを目指して 

【まとめ】 

    本協会では、看護職の働く環境の支援として平成24 年より「看護職の WLB 推進ワークショップ事業」を 10 年間継続し、

各参加施設が成果を出してきた。今後は WLB を含めヘルシーワークプレイス（健康で安全な職場）を目指す事業に移行

することとし「看護職の WLB 推進ワークショップ事業」は、令和３年度に成果報告会を行った後終了する。令和３年度は、

看護職へのヘルシーワークプレイスの周知と、安全な職場づくりの勤務・労働時間要因の「時間外労働改善への取組み

を実施する。 



３-２ 訪問看護における労働環境に関する実態調査 

１）訪問看護ステーションの労働環境に関する実態調査 

・目的 訪問看護ステーションの看護職の労働環境を調査し、現状の課題を明らかにする。 

・期間 令和３年１月６日～１月24日 

・対象 訪問看護ステーション 814施設の看護代表者 

・内容 訪問看護ステーションの概要、職員構成、就業時間、時間外勤務、有給取得状況、夜間体制等 

・方法 web 方式によるアンケート調査 

・回収状況 318施設 回収率39.1% 

・結果 事業所人員規模は５人未満が110施設、６人～10人が150施設で全体の81.8％が10人未満の事業所であった。看護

職員の年齢別分布は、40歳～49歳の割合が最も多く、29歳以下の職員は7.8％で2019年度の新卒採用は全体の

0.4％であり、若い看護師が訪問看護ステーションを就職先に選ばないという意見が多かった。看護職員の主な夜勤

体制は、携帯電話による待機制を256施設が実施しており、全体の80.5％と最も多かった。待機制は、精神的負担に

対して給与への反映が少なく訪問看護師定着を妨げているとの意見もあった。 

・結果の周知 令和３年２月10日（水）三職能集会で報告 

【まとめ】 

  愛知県内の訪問看護ステーションは年々増加傾向にあるが、その反面、経営困難や人材不足により閉鎖に追い込まれ

る事業所も多い。今回の実態調査で看護師が訪問看護ステーションを就職先に選ばないという意見が多く出された。次年

度は、実態調査結果から訪問看護職員の労働環境について分析し、課題の明確化を行う。 

 

３-３ プラチナナース活用システムの整備 

１）プラチナナースのニーズ調査 

・目的 定年退職前後にある看護職が仕事を継続する意向と課題を明らかにし、看護人材の確保とキャリア支援の取り組み

に役立てる 

・期間 ６月１日～30 日 

・対象 定年退職前後にある 55 歳以上の看護職 2,312 人にメールで配信 

・結果 345 施設、1814 名が回答。80％以上が仕事継続意思を示し、そのうち 95％以上が看護職として働きたい、勤務場所

は自分の施設を希望する者が 66％であった。職位別に見た退職後に望む仕事内容は、看護部長の 44％が中間管理

職の支援で、師長・主任・スタッフの 78％が自施設で病棟・外来、患者・家族の相談であった。退職後に活かせる仕事

は、看護部長の 62％が看護管理・マネジメントで、師長・主任・スタッフの 72％が経験してきた看護内容であった。 

 

２）情報交換会の開催 

・目的  プラチナナースの就業と活用を促進するための意見交換 

・日時  １月 15 日(金)14 時～15 時 オンライン 

・参加者 ８施設の中小規模病院の看護管理者 10 名 

・結果  プラチナナースの就業状況、活用状況、仕組みづくり等について意見交換した。プラチナナースの活躍を進めて

いくにはどのように環境を整えたらよいかを考えるきっかけになった。 

 

３）届出制度を活用した実態把握 

令和2年度の届け出数は1,389人で、平成27年度以降の届け出総数は7,629人。届出者の年齢別内訳は、20代23.9％、

30 代34.5％、40 代21.3％、50 代以上20.3％であった。届出制度に登録した離職者に速やかに再就業支援を開始できるよ

う、効果的・効率的な介入方法を検討すると共に看護技術に不安を持つ看護職を対象に技術演習を新たに企画する。 

 

【まとめ】 

令和２年度、COVID-19 による感染拡大のため軽症者収容施設での就労やワクチン接種看護師として多くの潜在看護師

が必要になった。令和 3 年度も継続して潜在看護師の就労を促進すると共に、就労していないプラチナナースを対象に登

録する仕組みをつくり、プラチナナースが自己の経験や得意分野を活かして活躍し、社会に貢献できる体制整備を行う。人

生 100 年時代といわれる看護職の新しい柔軟な働き方のシステムを構築する。 



 

 



 



 

  ②第 2 回 開催期間：令和３年１月７日(木)～２月５日(金)  

 定員 70 名、受講者：77 名、修了者 77 名 

（２）認定看護管理者教育課程 セカンドレベル  180 時間【オンライン】 

      定員：50 名、応募者 53 名、受講決定 53 名 

開催期間:10 月８日(木)～11 月 27 日(金) 受講者 52 名(1 名辞退)、修了者 52 名 

（３）認定看護管理者教育課程 サードレベル 180 時間→＃中止 合格者は次年度受講に変更 

（受講者選抜試験：令和２年１月 18 日（土）実施 応募者 42 名 合格者 32 名） 

 令和 3 年度受講者 32 名 

 

 

２ 学術研究の振興に関する事業 （公益目的事業） 

１）看護研究の推進 

（１）第 36 回愛知県看護学会の開催 

   開催日：令和２年 12 月９日(水) 

   会場：愛知県産業労働センター ウインクあいち→＃愛知県看護協会【オンライン】 

   テーマ：地域包括ケア時代の新たな看護実践の創造 

   内容：研究発表（口演 15 演題）、特別講演、シンポジウム、交流セッション、協会活動報告 

      学会発表支援講座 

   参加者：205 名 

（２）看護研究費の助成 

①研究計画書の査読並びに選考 

  応募件数 6 件 交付 4 件 その後辞退 1 件 

②助成による研究成果物の点検・指導と製本 

③学会への発表推進 

（３）研究倫理審査の実施 

①研究倫理審査２件 

②研究倫理に関する個別相談 ２件 

③研究倫理申請・審査マニュアルの改訂 

④研究倫理審査のＰＲ 

チラシ作成・配布 

（４）図書室の運営 

①図書室の管理・運営 

②図書室委員会の開催(２回) ６月 19 日(金) 1 月 6 日(水) 

２）学術研究の振興支援 

（１）看護関連学会への後援 22 件（取り下げ２件） 

（２）看護関連学会開催費の助成 

  ①第 10 回日本在宅看護学会学術集会 11 月 14 日(土)15 日(日) 

 

 

３ 看護業務・看護制度の改善に関する事業 （公益目的事業） 

１）看護業務の改善 

（１）保健師業務の充実 

交流会の開催 

テーマ「複雑困難事例を多職種で対応」 

開催日：11月予定 対象：看護職、福祉職等 定員：50名 ➝＃中止 

（２）助産師業務の充実 

①愛知県助産師出向支援事業(県委託事業) 

・助産師出向支援事業協議会の開催 ２回 ７月 27 日(月)、3 月 22 日（月） 

・助産師出向の支援 

出向元・出向先施設の環境調整、マッチング調整、出向助産師の支援 



 

 

 

 

 

 

 



 

 



 



 

 

 

 

 
 

 

 



 

 
 

 

 



 

 



 

 

   

 

 



 

 

   

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 
























